
業績一覧

高エネルギー医学研究センター
1.領域構成教職員・在職期間
分子イメージング展開
領域　教授

岡沢　秀彦 平成15年1月1日－（平
成18年10月1日－現
職）（平成22年5月1日
－センター長併任）

分子イメージング展開
領域　准教授

野上　宗伸 令和4年10月1日－

分子イメージング展開
領域　助教

森　哲也 平成16年4月1日－

分子プローブ開発応用
領域　教授

清野　泰 平成18年4月1日－（平
成24年1月1日－現職）

分子プローブ開発応用
領域　准教授

牧野　顕 平成24年12月1日－
（平成28年4月1日－現

パナソニックライフイ
ンフォマティクス共同
研究部門　招へい准教
授

近藤　堅司 令和3年4月1日－令和6
年3月31日

パナソニックライフイ
ンフォマティクス共同
研究部門　招へい准教
授

松村　浩一 令和5年5月1日－

特命教授 老木　成稔 令和1年8月1日－
－ 学部学生
－ 大学院生
－ その他の職員

2.研究概要
研究概要

キーワード

【分子イメージング展開領域】
　生体機能解析学部門、脳神経病態解析学部門、PET薬剤製造学部門から構成される。
　ヒトでの生体機能イメージングを行い、分子プローブの体内動態を解析するとともに、最適な臨床的利用法を探る。核医学(PET, SPECT), 放射線(MRI, CT)画像に
よる病態解析行い、診断・治療・教育に応用する。
【分子プローブ開発応用領域】
　分子プローブ設計学部門、細胞機能解析学部門、PET工学部門（寄附研究部門）から構成される。
　生体機能イメージングのためのプローブ開発研究を行う。標的部位の選定、放射性核種の製造、プローブ候補化合物の有機合成、プローブを用いた細胞および動物
実験、病態モデル動物によるプローブの評価、臨床研究のためのプローブの毒性評価等を主に行う。
【がん病態制御・治療領域】
　PETやMRIを用いた腫瘍病理の解析を行うとともに、新しい治療戦略の開発を目指す。腫瘍の多様性を的確に画像化し、最適の治療法を選択するとともに、治療早期
の効果判定を積極的に行い、選択した治療法の効果を評価・見直しを行う。放射線治療法(IMRT)や県立病院との連携による陽子線治療の治療計画・効果判定に応用す
る。
【国際画像医学研修部門】
　基礎から臨床まで幅広く画像医学および分子イメージングを行う研究者・医師・技師・薬剤師の育成を行うとともに、アジア諸国の研究交流を促進し、大学院生・
ポスドク等の積極的受け入れにより、分子イメージング・PET核医学の普及に努める。これまでにインド、フィリピン、キューバ、中国、バングラディシュ、タイ、
リビア等から留学生、研究員を積極的に受け入れ、人材育成を行ってきた。また学内各臨床系講座より大学院生を受け入れ、基礎から臨床にわたる画像医学研究指導
を行っている。
【パナソニックライフインフォマティクス共同研究部門】
　医療現場の課題を福井大学の医学的知見とパナソニックの工学的手法の融合によって解決するため、産学での共同研究を推進中。放射線画像や病理画像などの画像
診断支援、簡易な生体センサによるヒトの内部状態推定、ハイパースペクトルカメラの医療応用、AIを用いた疲労度推定、医療現場での対話解析など、安心・安全な
暮らしを実現するための、最先端の医工連携ソリューションの研究開発を行っている。

【分子イメージング展開領域】
　放射線医学 , 診断学 , 治療学，神経系の診断 , 臨床腫瘍学，神経科学 , 生体機能画像, 高次脳機能
【分子プローブ開発応用領域】
　放射線医学, 診断学, 治療学, 放射性薬品化学, 分子イメージング，分子プローブ, 核医学治療薬剤
【がん病態制御・治療領域】
　低酸素がん組織、核医学治療、治療効果判定
【国際画像医学研修部門】
　国際共同研究、国際ワークショップ
【パナソニックライフインフォマティクス共同研究部門】
　人工知能, 機械学習, 深層学習, 知識獲得, 画像処理, 自然言語処理, 情報検索, データマイニング, 生体センシング, 異常検知, 高齢者見守り

ページ 1



業績一覧

業績年の進捗状況

特色等

本学の理念との関係

3.研究実績

2017～2022年分 2023年分 2017～2022年分 2023年分
和文原著論文 5 0 ― ―

ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰ 18 2 50.287(38.495) 6.2(6.2)
ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ 29 6 99.848(83.042) 17.1(17.1)
その他 59 12 230.385(202.918) 47.4(47.4)
合計 89 18 330.233(287.695) 64.5(64.5)

（A） 著書・論文等
　(1) 英文：著書等

【分子イメージング展開領域】
＜腫瘍PET＞
　FDG以外のトレーサーによる臨床研究が本研究センターの特徴である。[F-18]FDG、[F-18]FES、[F-18]FLT、[Cu-64]ATSM等によるがん診断や化学療法前後での治療
効果判定を主体とした研究に取り組んでいる。PET/MRIの導入により、最先端画像研究が可能となり、従来からの産婦人科、耳鼻科、乳腺外科、呼吸器内科との従来
からの共同研究のみでなく、血液内科、消化器外科等との共同プロジェクトも引き続き行われ、一定の成果を上げた。また、[18F]NaF-PETによる骨転移診断の医師主
導治験は、手順書の作成等治験準備が完了し、患者登録・治験を開始した。
＜脳・神経PET/MRI＞
　脳脊髄神経外科との共同研究で、慢性脳血管障害患者、特にもやもや病に対する脳O-15水PET/MRI研究が行われた。第二内科(神経内科)および精神神経科との共同
研究では、認知症など脳神経変性疾患に対し、[C-11]PiBや[Cu-64]Cu-ATSMを用いたPET/MRIで脳内のアミロイド病理と酸化ストレスに関する研究に加え、[F-
18]MK6240を用いたタウイメージングも同時に行い、病態を比較検討した。QST, 横浜市立大学との多施設共同研究では、脳内AMPA受容体リガンド[C-11]K2を導入し、
自閉スペクトラム症者（ASD）およびうつ病のAMPA-PET医師主導治験を実施するための機器を導入した。
＜機能的MRI＞
　子どものこころの発達研究センターおよび神経精神科との共同でこどもの脳の発達研究・発達障害研究を進め、学童期から成人期までの脳機能を行動実験および機
能的MRI(fMRI)実験で検討した。その他、1) 自閉症者と定型発達者の認知機能・脳機能に関わる研究や、2) 愛着障害や親子関係に関わる研究、3) 摂食障害など精神
科疾患を対象とした臨床研究なども行っている。
【分子プローブ開発応用領域】
　分子ﾌﾟﾛｰﾌﾞ設計学部門、細胞機能解析学部門、PET工学部門（寄附研究部門）の各部門が協力し、核医学、放射線、光ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞのﾌﾟﾛｰﾌﾞ開発ならびに評価に関する
基礎検討を行っている。臨床部門との連携も非常に密接であり、常に臨床応用を目指した研究を行っている。また、常に国内外の研究者との交流を計るように努力し
ており、様々な大学・研究機関・企業との共同研究を積極的に行っている。
　オージェ電子を使った核医学治療に関する研究では、京都大学で開発が進められた125I標識Hoechst-BODIPY誘導体について、京都大学との共同研究として合成中間
体を譲り受け、77Br標識体の合成が試みられた。また得られた77Br標識体を用いた物性評価が進められた。
臨床橋渡し研究では、量量子科学技術研究開発機構やダルトン、環境衛生薬品株式会社と共同して、喘息治療用吸入器部品である市販ネブライザーを使用した過酸化
水素ガス噴霧器による汎用的な微生物除染装置の開発が引き続き進められた。2023年度はこれまでよりも空間規模が大きいクリーンベンチ等の除染での有効性評価が
進められた。
　腎臓内科との共同研究では、64Cu-ATSMをトレーサーとするPET検査が腎疾患における酸化ストレス評価方法としての有効であるかについて証明することを目的に、
腎障害モデル動物を用いた基礎検討が進められている。マウスでの評価実験では腎臓の小ささから放射能の集積局在を評価することが困難であったことから、ラット
にモデルを変更し検討が進められた。
　金沢大学との共同研究では、オージェ電子放出ハロゲンであるI-125やBr-77を標識したドキソルビシン（DOX）誘導体の合成と、温度応答性リポソームをキャリア
として利用したがん組織への移行、並びに加温によりがん組織中で放出されたDOX誘導体の核内への移行の両者を達成し得るプローブ開発が引き続き進められた。
名古屋大学との共同研究では、臨床研究で報告されている固形がんへの64Cu-ATSMの集積と予後不良との相関性について解明することを目的とした検討が引き続き進
められた。64Cu-ATSM集積の高低とDNA修復に関わるタンパク質の発現を比較し、64Cu-ATSM の高集積が指示する癌難治性の一因として、細胞の持つDNA修復能の亢進
により、癌細胞が治療によって受けるDNA損傷を効率よく修復することで治療抵抗性を示す可能性について検討が行われた。
　若狭湾エネルギー研究センターとの共同研究ではこれまで、大腸がんや子宮頚がんの放射線治療における粒子線治療の優位性ならびに3′-Deoxy-3′-[18F]-
fluorothymidine（18F-FLT）をトレーサーとして用いる早期治療予測に関する検討が行われてきたが、ある程度研究成果が纏まってきたことから、2023年度から放射
線治療時に観察されることがあるアブスコパル効果に着目した共同研究を開始した。2023年度は実験に必要となるモデル動物の作製や、マウスへの放射線照射条件等
が検討された。
【パナソニックライフインフォマティクス共同研究部門】
＜生体センシング＞
　睡眠の質向上を目的として、シーツ型体動センサを用いた睡眠段階推定に取り組んだ。身体に脳波・脈波センサなどを装着することなく、簡易なシーツ型センサで
取得される情報から、時系列機械学習モデルのLSTMを用い、高精度に睡眠段階を推定する。今年度は、心電波形情報と動き情報（加速度）を計測。トータル120名の
データ収集を完了した。今後、AIによるデータ分析を加え、睡眠の質を定量的に評価・分析する手法を開発する。
＜ハイパースペクトルカメラ医療応用＞
ハイパースペクトルカメラの病理診断への応用可能性を検証。大腸がん組織、子宮頸がん細胞診の良悪性判別の自動判定を行った。これまでの取組みで実施した、子
宮頸がんのステージ(LSIL/HSIL/SCC)に加え、ASC-USとASC-Hを追加し判定手法の検討を行った。NILM/ASC-US/LSIL/ASC-H/HSIL/SCC計61症例に対し、核,細胞質,細胞
全体のアノテーションおよび解析を実施した。計6943領域のアノテーションを行い、細胞質に対する核の割合（N/C比）と細胞全体の輝度の相関が高く、特定の波長
の輝度からN/C比を推定できる可能性を見出せた。
＜作業従事者モニタリング＞
　簡易センサを用いて、作業従事者の内部状態（集中度・疲労度・ストレス度）を推定し、作業従事者のパフォーマンスを向上することを目的に、疲労度を測定する
フローを設計するとともに高負荷作業（砂袋運搬）時の生体データ取得、製造／物流／建築の各現場での模擬作業時のマルチモーダルセンサデータを100例取得し、
取得データでのAIによる分析・評価を行った。疲労度の定量評価軸として「主観的疲労度」を採用し、スマートウォッチでの心拍測定、作業後のテスト不正解率、運
搬作業を正面と側面から撮影し正面方向での重心位置の揺らぎによる評価手法を開発した。本手法により、疲労の蓄積、負荷の増大により、動作ゆらぎ幅の平均も増
大する傾向を示すことを明らかにした。
＜医療対話解析＞
　OSCE（Objective Structured Clinical Examination：客観的臨床能力試験）の評価における定量性の向上を目的として、自然言語処理技術を用いたOSCE評価支援
システムの開発に取り組んでいる。約100件の音声対話でーあを収録し、AIによるテキスト化を完了した。今後、本取り組みを通じて得られた知見を応用し、医師と
患者の医療対話の要約を自動生成し医師のカルテ入力を支援するシステムの実現に向け、これまでの研究活動で得られた医療現場における音声認識・対話解析ノウハ
ウの適用可能性の検討に着手した。可能性を見極めるために、外来診療／手術説明における医師-患者の対話のデータ収集を行った。パナソニックのカメラと音声で
話者を特定するマルチモーダル収音技術を用い、ヘッドセット不要で医師と患者の音声を収録・認識するPoCシステムを構築し、実際に対話が行われる現場に設置
し、音声データの収録を開始した。

英文論文

「世界的水準での教育・研究」
　高エネルギー医学研究センターは、PETやMRIを中心とした生体イメージング・分子イメージングを行う研究センターとして設立され、本学が目指す「分子イメージ
ング」の国際拠点化に中心となって取り組んでいる。当センターをコアとする「生体画像医学の統合研究プログラム」が画像医学を取り扱う唯一の21世紀COEプログ
ラムとして採択され(2003-2007年)、日本分子イメージング学会の創設(2006年)に貢献した。アジア地区における分子イメージング学会連合（Federation of Asian
Societies for Molecular Imaging、FASMI、事務局：福井大学）設立にも貢献し、2010年世界分子イメージング学会の京都開催に結びついている。脳定量PET研究に
ついても多くの研究成果をあげてきたことが認められ、2019年にはBrain PET 2019 (国際定量脳PET学会)を横浜で主催し（参加者約1000人）、これに付随する国際シ
ンポジウム「タウPETイメージングの進歩」を浜松で開催した（参加者約100人）。約４年毎に本センターの主催で開催される国際画像医学ワークショップは、同分野
における国際的第一人者が福井で一堂に会する研究集会であり、2014年3月の第５回ワークショップに続き2019年7月に第6回国際ワークショップFukui2019を開催し、
国内外から多くの研究者に参加していただいた。このように画像医学に関する教育・研究水準は世界的にみてもトップレベルである。
「国および国際社会に貢献し得る人材育成」
　国際機関との共同による短期トレーニングコースのみでなく、インド、フィリピン、キューバ、中国、バングラディシュ、タイ、リビア等から留学生、研究員を積
極的に採用し、人材育成を行っている。また学内各臨床系講座より大学院生を受け入れ、基礎から臨床にわたる画像医学研究指導を行っている。
「先端医学研究」
　21世紀COEプログラムやリーディングプロジェクト等の大型事業で採択されたとおり、画像医学研究に関する先端医学研究が実現されている。京都大学および北海
道大学のスーパー特区においても、分子イメージング拠点として分担研究を担当している。現在も、JST「分子イメージング研究戦略推進プログラム(J-AMP)」におけ
るがん臨床研究課題に採択され、分子イメージングの臨床応用に取り組んでいる。こうした成果は、北米核医学会において優秀臨床論文賞(2010年)、優秀ポスター賞
(臨床腫瘍部門、2011年)と連続してPET臨床研究が受賞するなど、高い評価につながっている。
「専門医療実践」
　福井県で最初のPET保険診療実施機関として、薬剤の製造供給から診断にいたる包括的医療実践を行っている。また最先端画像診断研究から生み出された新しい検
査法を臨床研究として積極的に実施している。

区分 編数 インパクトファクター（うち原著のみ）
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業績一覧

　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(2) 英文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

2370331

2370332

2370333

2370334

2370335

2370336

2370337

2370338

2370339

2370340

2370341

2370342

2370343

2370344

2370345

2370346

2370347

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 原著論文（総説）

2370348

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

　　e． 国際会議論文 

2370349

2370350

2370351

2370352

Araie H, Hosono N, Tsujikawa T, Okazawa H, Yamauchi T.: Evaluation of Hematopoiesis and Disease Status in Patients with
Hematologic Malignancies Using Whole-Body Bone Marrow Imaging with 18 F-FLT PET/MRI, Blood., 142(1), 2272-2272, 20231102, DOI:
10.1182/blood-2023-173237, #20.3
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清野　泰: 新規診断用放射性薬剤開発に関するトピックス, 第23回日本核医学会春季大会, 大阪市, 20230426

牧野　顕, 久米　恭, 森　哲也, 岡沢　秀彦, 清野　泰: 子宮頸がんに対する粒子線治療の有効性とポジトロン断層撮像法（PET）を用いた超
早期治療効果予測についてのin vivo評価, 第17回日本分子イメージング学会総会・学術集会, 20230608

井上　純子, 野上　宗伸, 立花　美保, 曽　菲比, 西谷　竜也, 久保　和広, 村上　卓道: BPL再構成による高速全身FDG PET/MRIの有用性：
ファントムおよび臨床実験による至適β値決定, 第63回日本核医学会学術総会, 20231117

立花　美保, 野上　宗伸, 井上　純子, 曽　菲比, 久保　和広, 栗本　貴子, 村上　卓道:  ZTE MRIから2.5次元法深層学習を用いて生成した
骨要素を含むMRI減弱補正が胸部領域のSUVに与える影響, 第63回日本核医学会学術総会, 20231117

山中　智晴, 曽　菲比, 立花　美保, 井上　純子, 神保　直江, 野上　宗伸, 村上　卓道: FDG/PET-CTで特徴的な所見を呈した異所性ACTH産
生腫瘍とAspergillosisを合併した一例, 第63回日本核医学会学術総会, 20231116

野上　宗伸, 松尾　秀俊, 西尾　瑞穂, 立花　美保, 井上　純子, 曽　菲比, 久保　和広, 栗本　貴子, 村上　卓道: 高速Zero-TE MRIを用い
た深層学習によるノイズ除去および擬似CT生成, 第63回日本核医学会学術総会, 20231116

老木　成稔: 膜の化学的・物理的非対称性とチャネル活性, 生理研研究会, 20230915

野上　宗伸: 核医学シンポジウム04：画像再構成・最適化へのAIの応用：深層学習を用いたPET/MRIのための減弱補正法～胸部領域への応用
～, 第63回日本核医学会学術総会, 20231117

岡沢　秀彦: 「認知症・神経変性疾患の新たな展開」マルチモダリティ画像によるPET分子イメージングと機能的MRIの融合, 第63回日本核医
学会学術総会, 20231118

清野　泰, 牧野　顕, 久米　恭, 森　哲也, 岡沢　秀彦: 子宮頸がんに対する粒子線治療の有効性と18F-FLT PETを用いた早期治療効果予測に
ついてのin vivo評価, 第63回日本核医学会学術総会, 大阪市, 20231116

吉川　大介, 金井　理美, 小宮　英朗, 竹内　聖喬, 及川　広志, 野上　宗伸, 岡沢　秀彦, 辻川　哲也: メトホルミン服用中の結腸FDG集積
とDWI信号の関連性, 第63回日本核医学会学術総会, 20231117

牧野　顕, 森　哲也, 岡沢　秀彦, 清野　泰: 温度応答性ミセルを用いた小線源療法と局所化学療法の併用療法による治療効果, 第63回日本
核医学会学術総会, 20231118

森　哲也, 中澤　研一, 渡邉　隆弘, 木田　和輝, 長沼　陽二, 橋本　裕輝, 岩隈　佳寿子, 清野　泰, 岡沢　秀彦, 脇　厚生: 過酸化水素
ガス小型噴霧器を利用したグレードA管理機器に対する微生物除染法の開発, 第63回日本核医学会学術総会, 20231116

北崎　佑樹, 井川　正道, 遠藤　芳徳, 榎本　崇一, 山村　修, 辻川　哲也, 岡沢　秀彦, 木村　浩彦, 濱野　忠則: 多系統萎縮症と脊髄小
脳変性症の画像上鑑別における小脳ASL-CBFの有用性, 第64回日本神経学会学術大会, 20230603

牧野　顕: 小線源療法の現状と可能性, CCRT2023 第15回中部放射線医療技術学術大会, 20231126

岡沢　秀彦: 脳循環代謝imagingの進歩: PET/MRIマルチモダリティ解析, 第66回日本脳循環代謝学会学術集会, 20231110
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2370416

2370417

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（C） 特許等
区分 内容（発明の名称） 発明者又は考案者

（D）その他業績

4.グラント取得
（A） 科研費・研究助成金等

区分 プロジェクト名 研究課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）

区分 研究種目 課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）
文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(C) 自閉症スペクトラム障
害のメカニズム解明の
ための脳機能イメージ
ングプローブの創製

牧野　顕 20220401-20250331 ¥1,300,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(B) タウ病理に基づく認知
症の層別化と分子病態
の解明

岡沢　秀彦 牧野 顕,近藤 堅司,辻
川 哲也,森 哲也,井川
正道,小坂 浩隆

20220401-20250331 ¥5,200,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(A) 脂質2重膜の化学－物
理変換機構が媒介する
チャネル制御機構

老木　成稔 清水 貴浩,岩本 真幸,
松森 信明,許 岩

20200401-20250331 ¥7,930,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(C) 自閉症スペクトラム障
害のメカニズム解明の
ための脳機能イメージ
ングプローブの創製

牧野　顕 20220401-20250331 ¥1,300,000

文部科学省科学研究費
補助金

挑戦的研究（萌芽） 神経変性疾患治療法の
開発と認知症セラノス
ティックスへの応用

岡沢　秀彦 森 哲也 20220401-20250331 ¥2,080,000

文部科学省科学研究費
補助金

挑戦的研究（萌芽） 接触液胞二重膜法を用
いた細胞膜標的型核医
学治療薬剤の設計理論
の構築

清野　泰 20230401-20260331 ¥2,860,000

文部科学省科学研究費
補助金

挑戦的研究（萌芽） 接触液胞二重膜法を用
いた細胞膜標的型核医
学治療薬剤の設計理論
の構築

清野　泰 20230401-20260331 ¥2,860,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(B) タウ病理に基づく認知
症の層別化と分子病態
の解明

岡沢　秀彦 牧野 顕,近藤 堅司,辻
川 哲也,森 哲也,井川
正道,小坂 浩隆

20220401-20250331 ¥5,200,000

文部科学省科学研究費
補助金

挑戦的研究（萌芽） 神経変性疾患治療法の
開発と認知症セラノス
ティックスへの応用

岡沢　秀彦 森 哲也 20220401-20250331 ¥2,080,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(A) 脂質2重膜の化学－物
理変換機構が媒介する
チャネル制御機構

老木　成稔 清水 貴浩,岩本 真幸,
松森 信明,許 岩

20200401-20250331 ¥7,930,000

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額
共同研究 公益財団法人若狭湾エ

ネルギー研究センター
粒子線照射後の細胞内
チミジン経路活性化状
態の検討

清野　泰，牧野　顕，
森　哲也

20230405-20260331 ¥0

共同研究 国立大学法人神戸大学 臨床研究用放射性医薬
品合成環境の基盤整備
に関する基礎的研究

清野　泰，森　哲也 20230911-20250331 ¥0

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，野上　宗
伸，辻川　哲也，清野
泰，森　哲也，牧野
顕

20231201-20250331 ¥8,633,400

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線治療におけるア
ブスコパル効果イメー
ジングに関する基礎的
検討

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20230718-20240229 ¥1,588,400

共同研究 福井県立病院 細胞に対する陽子線照
射の影響

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171120-20260331 ¥0

共同研究 Cerveau
Technologies, Inc.

A study analyzing
the pathogenesis of
neurodegenerative
diseases with
dementia using PET
molecular imaging

岡沢　秀彦，森　哲也 20210914-20240331 ¥0

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，辻川　哲
也，清野　泰，森　哲
也，牧野　顕，野上
宗伸

20220715-20231130 ¥7,679,100

共同研究 株式会社近藤巧社 PET用放射性薬剤の製
造に伴う遠隔自動合成
システムの開発

森　哲也，清野　泰 20101207-20250331 ¥6,897,500

共同研究 国立大学法人東海国立
大学機構

腫瘍の低酸素を標的と
する放射性薬剤の特性
に関する研究

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171019-20260331 ¥0

共同研究 株式会社ＣＭＩ 小型サイクロトロンを
用いたCu-64製造方法
および品質管理に関す
る研究

清野　泰，森　哲也 20160401-20270331 ¥1,200,000

清野　泰, 牧野　顕, 久米　恭, 森　哲也, 岡沢　秀彦: 子宮頸がんモデルマウスに対する粒子線治療の有効性と治療効果予測に関する基礎
的検討, 若狭湾エネルギー研究センター　第25回研究報告会, 福井市, 20231127

牧野　顕, 久米　恭, 森　哲也, 岡沢　秀彦, 清野　泰: 難治療性子宮頸がんに対する粒子線治療の効果と画像診断を用いた照射後早期の治
療効果予測, 第35回バイオメディカル分析科学シンポジウム, 20230729

ページ 7
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共同研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機
構，株式会社ダルト
ン，環境衛生薬品株式
会社

低濃度型過酸化水素発
生装置の開発とその性
能評価に関する共同研
究

森　哲也，清野　泰 20220620-20250331 ¥0

共同研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機
構，エムエス機器株式
会社

放射性薬剤の放射化学
的純度測定法の標準化

森　哲也，清野　泰 20200101-20250331 ¥1,344,000

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線治療におけるア
ブスコパル効果イメー
ジングに関する基礎的
検討

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20230718-20240229 ¥1,588,400

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，野上　宗
伸，辻川　哲也，清野
泰，森　哲也，牧野
顕

20231201-20250331 ¥8,633,400

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線照射後の細胞内
チミジン経路活性化状
態の検討

清野　泰，牧野　顕，
森　哲也

20230405-20260331 ¥0

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，辻川　哲
也，清野　泰，森　哲
也，牧野　顕，野上
宗伸

20220715-20231130 ¥7,679,100

共同研究 国立大学法人金沢大学 PETへの応用を目指し
た放射性臭素標識放射
性薬剤の開発研究

清野　泰，牧野　顕 20200116-20260331 ¥0

共同研究 学校法人大阪医科薬科
大学

がん微小環境の診断・
治療のための77Br標識
プローブの開発

清野　泰，牧野　顕 20191115-20260331 ¥0

共同研究 福井県立病院 細胞に対する陽子線照
射の影響

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171120-20260331 ¥0

共同研究 国立大学法人東海国立
大学機構

腫瘍の低酸素を標的と
する放射性薬剤の特性
に関する研究

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171019-20260331 ¥0

共同研究 学校法人東北医科薬科
大学

表面性状制御による機
能性高分子ミセルの開
発

牧野　顕 20180906-20250331 ¥0

共同研究 国立大学法人神戸大学 臨床研究用放射性医薬
品合成環境の基盤整備
に関する基礎的研究

清野　泰，森　哲也 20230911-20250331 ¥0

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線照射後の細胞内
チミジン経路活性化状
態の検討

清野　泰，牧野　顕，
森　哲也

20230405-20260331 ¥0

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線治療におけるア
ブスコパル効果イメー
ジングに関する基礎的
検討

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20230718-20240229 ¥1,588,400

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，野上　宗
伸，辻川　哲也，清野
泰，森　哲也，牧野
顕

20231201-20250331 ¥8,633,400

共同研究 Cerveau
Technologies, Inc.

A study analyzing
the pathogenesis of
neurodegenerative
diseases with
dementia using PET
molecular imaging

岡沢　秀彦，森　哲也 20210914-20240331 ¥0

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，辻川　哲
也，清野　泰，森　哲
也，牧野　顕，野上
宗伸

20220715-20231130 ¥7,679,100

共同研究 学校法人島津学園　京
都医療科学大学

PET/MRIによる神経変
性疾患の脳病態解明に
関する研究

岡沢　秀彦，辻川　哲
也

20220217-20250331 ¥0

共同研究 国立大学法人金沢大学 PETへの応用を目指し
た放射性臭素標識放射
性薬剤の開発研究

清野　泰，牧野　顕 20200116-20260331 ¥0

共同研究 長野県厚生農業協同組
合連合会

PET分子イメージング
による認知症コホート
研究

岡沢　秀彦，清野
泰，野上　宗伸

20150601-20270331 ¥1,840,000

共同研究 株式会社近藤巧社 PET用放射性薬剤の製
造に伴う遠隔自動合成
システムの開発

森　哲也，清野　泰 20101207-20250331 ¥6,897,500

共同研究 ＧＥヘルスケア・ジャ
パン株式会社

Quantitative
evaluation of the
accuracy pCT-AC in
head and neck tumors

岡沢　秀彦 20220930-20240929 ¥0

共同研究 学校法人大阪医科薬科
大学

がん微小環境の診断・
治療のための77Br標識
プローブの開発

清野　泰，牧野　顕 20191115-20260331 ¥0

共同研究 パナソニックホール
ディングス株式会社

パナソニックライフイ
ンフォマティクス共同
研究部門

清野　泰，山村　修，
大西　秀典，安倍
博，坂井　豊彦，有島
英孝，清野 正樹，田
中 雅人，稲井 邦博，
今村 好章，松川 遥
佳，藤枝　重治，意元
義政，加藤　幸宣，清
水　杏奈，坂下　雅
文，小山　佳祐，足立

20220401-20250331 ¥24,200,000

共同研究 福井県立病院 細胞に対する陽子線照
射の影響

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171120-20260331 ¥0

共同研究 国立大学法人東海国立
大学機構

腫瘍の低酸素を標的と
する放射性薬剤の特性
に関する研究

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171019-20260331 ¥0
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共同研究 株式会社ＣＭＩ 小型サイクロトロンを
用いたCu-64製造方法
および品質管理に関す
る研究

清野　泰，森　哲也 20160401-20270331 ¥1,200,000

共同研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機
構，株式会社ダルト
ン，環境衛生薬品株式
会社

低濃度型過酸化水素発
生装置の開発とその性
能評価に関する共同研
究

森　哲也，清野　泰 20220620-20250331 ¥0

共同研究 学校法人東北医科薬科
大学

表面性状制御による機
能性高分子ミセルの開
発

牧野　顕 20180906-20250331 ¥0

共同研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機
構，エムエス機器株式
会社

放射性薬剤の放射化学
的純度測定法の標準化

森　哲也，清野　泰 20200101-20250331 ¥1,344,000

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線照射後の細胞内
チミジン経路活性化状
態の検討

清野　泰，牧野　顕，
森　哲也

20230405-20260331 ¥0

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線治療におけるア
ブスコパル効果イメー
ジングに関する基礎的
検討

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20230718-20240229 ¥1,588,400

共同研究 国立大学法人神戸大学 臨床研究用放射性医薬
品合成環境の基盤整備
に関する基礎的研究

清野　泰，森　哲也 20230911-20250331 ¥0

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，野上　宗
伸，辻川　哲也，清野
泰，森　哲也，牧野
顕

20231201-20250331 ¥8,633,400

共同研究 国立大学法人金沢大学 PETへの応用を目指し
た放射性臭素標識放射
性薬剤の開発研究

清野　泰，牧野　顕 20200116-20260331 ¥0

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，辻川　哲
也，清野　泰，森　哲
也，牧野　顕，野上
宗伸

20220715-20231130 ¥7,679,100

共同研究 長野県厚生農業協同組
合連合会

PET分子イメージング
による認知症コホート
研究

岡沢　秀彦，清野
泰，野上　宗伸

20150601-20270331 ¥1,840,000

共同研究 株式会社近藤巧社 PET用放射性薬剤の製
造に伴う遠隔自動合成
システムの開発

森　哲也，清野　泰 20101207-20250331 ¥6,897,500

共同研究 学校法人大阪医科薬科
大学

がん微小環境の診断・
治療のための77Br標識
プローブの開発

清野　泰，牧野　顕 20191115-20260331 ¥0

共同研究 パナソニックホール
ディングス株式会社

パナソニックライフイ
ンフォマティクス共同
研究部門

清野　泰，山村　修，
大西　秀典，安倍
博，坂井　豊彦，有島
英孝，清野 正樹，田
中 雅人，稲井 邦博，
今村 好章，松川 遥
佳，藤枝　重治，意元
義政，加藤　幸宣，清
水　杏奈，坂下　雅
文，小山　佳祐，足立

20220401-20250331 ¥24,200,000

共同研究 福井県立病院 細胞に対する陽子線照
射の影響

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171120-20260331 ¥0

共同研究 国立大学法人東海国立
大学機構

腫瘍の低酸素を標的と
する放射性薬剤の特性
に関する研究

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171019-20260331 ¥0

共同研究 株式会社ＣＭＩ 小型サイクロトロンを
用いたCu-64製造方法
および品質管理に関す
る研究

清野　泰，森　哲也 20160401-20270331 ¥1,200,000

共同研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機
構，株式会社ダルト
ン，環境衛生薬品株式
会社

低濃度型過酸化水素発
生装置の開発とその性
能評価に関する共同研
究

森　哲也，清野　泰 20220620-20250331 ¥0

共同研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機
構，エムエス機器株式
会社

放射性薬剤の放射化学
的純度測定法の標準化

森　哲也，清野　泰 20200101-20250331 ¥1,344,000

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，野上　宗
伸，辻川　哲也，清野
泰，森　哲也，牧野
顕

20231201-20250331 ¥8,633,400

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，辻川　哲
也，清野　泰，森　哲
也，牧野　顕，野上
宗伸

20220715-20231130 ¥7,679,100

共同研究 長野県厚生農業協同組
合連合会

PET分子イメージング
による認知症コホート
研究

岡沢　秀彦，清野
泰，野上　宗伸

20150601-20270331 ¥1,840,000

共同研究 公益財団法人若狭湾エ
ネルギー研究センター

粒子線治療におけるア
ブスコパル効果イメー
ジングに関する基礎的
検討

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20230718-20240229 ¥1,588,400

共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，野上　宗
伸，辻川　哲也，清野
泰，森　哲也，牧野
顕

20231201-20250331 ¥8,633,400

共同研究 Cerveau
Technologies, Inc.

A study analyzing
the pathogenesis of
neurodegenerative
diseases with
dementia using PET
molecular imaging

岡沢　秀彦，森　哲也 20210914-20240331 ¥0
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共同研究 JFEエンジニアリング
株式会社

NaF合成装置の品質確
保・有効性・安全性に
関する検討

岡沢　秀彦，辻川　哲
也，清野　泰，森　哲
也，牧野　顕，野上
宗伸

20220715-20231130 ¥7,679,100

共同研究 学校法人島津学園　京
都医療科学大学

PET/MRIによる神経変
性疾患の脳病態解明に
関する研究

岡沢　秀彦，辻川　哲
也

20220217-20250331 ¥0

共同研究 長野県厚生農業協同組
合連合会

PET分子イメージング
による認知症コホート
研究

岡沢　秀彦，清野
泰，野上　宗伸

20150601-20270331 ¥1,840,000

共同研究 ＧＥヘルスケア・ジャ
パン株式会社

Quantitative
evaluation of the
accuracy pCT-AC in
head and neck tumors

岡沢　秀彦 20220930-20240929 ¥0

共同研究 福井県立病院 細胞に対する陽子線照
射の影響

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171120-20260331 ¥0

共同研究 国立大学法人東海国立
大学機構

腫瘍の低酸素を標的と
する放射性薬剤の特性
に関する研究

清野　泰，岡沢　秀
彦，牧野　顕，森　哲
也

20171019-20260331 ¥0

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額
受託研究 国立研究開発法人量子

科学技術研究開発機構
ガスクロマトグラフに
よる有機溶媒測定

森　哲也 20230720-20230930 ¥980,722

受託研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

神経変性疾患のタンパ
ク凝集・伝播病態と回
路障害の分子イメージ
ング研究

岡沢　秀彦，
森　哲也

20230818-20240331 ¥49,621,000

受託研究 国立研究開発法人科学
技術振興機構

オージェ電子放出核種
を利用した放射線内照
射治療法の開発

牧野　顕 20220401-20250331 ¥26,000,000

受託研究 日本メジフィジックス
株式会社

神経精神疾患の診断・
病態評価における
SPECT、PET 画像の有
用性の検討-人工知能
(AI)による[I-123]FP-
CITの線条体集積定量

岡沢　秀彦 20230123-20250331 ¥1,560,000

受託研究 国立研究開発法人科学
技術振興機構

オージェ電子放出核種
を利用した放射線内照
射治療法の開発

牧野　顕 20220401-20250331 ¥26,000,000

受託研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

ガスクロマトグラフに
よる有機溶媒測定

森　哲也 20230720-20230930 ¥980,722

受託研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

神経変性疾患のタンパ
ク凝集・伝播病態と回
路障害の分子イメージ
ング研究

岡沢　秀彦，
森　哲也

20230818-20240331 ¥49,621,000

受託研究 日本メジフィジックス
株式会社

神経精神疾患の診断・
病態評価における
SPECT、PET 画像の有
用性の検討-人工知能
(AI)による[I-123]FP-
CITの線条体集積定量

岡沢　秀彦 20230123-20250331 ¥1,560,000

受託研究 国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

神経変性疾患のタンパ
ク凝集・伝播病態と回
路障害の分子イメージ
ング研究

岡沢　秀彦，
森　哲也

20230818-20240331 ¥49,621,000

（B） 奨学寄附金
受入件数 0
受入金額 ¥0

5.その他の研究関連活動
（A） 学会開催等

区分 主催・共催の別 学会名 開催日 開催地

（B） 学会の実績
学会の名称 役職 氏名

日本分子イメージング
学会

理事 清野　泰

欧州核医学会 一般会員 清野　泰
日本薬学会 一般会員 清野　泰
日本核医学会分科会
放射性薬品科学研究会

運営委員 清野　泰

小動物インビボイメー
ジング研究会

監事 清野　泰

日本心臓核医学会 一般会員 清野　泰
米国核医学会 一般会員 清野　泰
日本神経科学学会 一般会員 岡沢　秀彦
日本循環器学会 一般会員 岡沢　秀彦
日本核医学会 将来計画・経営戦略委

員会委員
岡沢　秀彦

日本ヒト脳機能マッピ
ング学会

運営委員 岡沢　秀彦

日本脳循環代謝学会 理事 岡沢　秀彦
日本核医学会 理事 岡沢　秀彦
日本脳神経核医学研究
会

運営委員 岡沢　秀彦

ヒト脳イメージング研
究会

運営委員 岡沢　秀彦

国際脳循環代謝学会 理事 岡沢　秀彦
小動物インビボイメー
ジング研究会

世話人 岡沢　秀彦

日本医学放射線学会 一般会員 岡沢　秀彦
日本核医学会 理事 岡沢　秀彦
日本分子イメージング
学会

一般会員 岡沢　秀彦

日本核医学会 評議員 岡沢　秀彦
米国神経学会 一般会員 岡沢　秀彦
日本核医学会 JSNM 会員情報電子化

推進作業部会委員
岡沢　秀彦
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国際脳循環代謝学会 一般会員 岡沢　秀彦
日本脳卒中学会 編集委員 岡沢　秀彦
日本脳循環代謝学会 理事 岡沢　秀彦
欧州核医学会 一般会員 岡沢　秀彦
米国核医学会 一般会員 岡沢　秀彦
日本分子イメージング
学会

一般会員 牧野　顕

日本核医学会 一般会員 牧野　顕
日本化学会 一般会員 牧野　顕
日本薬学会 一般会員 牧野　顕
高分子学会 一般会員 牧野　顕
American Chemical
Society

一般会員 牧野　顕

日本バイオマテリアル
学会

一般会員 牧野　顕

Society of Nuclear
Medicine and
Molecular Imaging

一般会員 野上　宗伸

日本医学放射線学会 一般会員 野上　宗伸
日本医学放射線学会 教育委員 野上　宗伸
日本磁気共鳴医学会 一般会員 野上　宗伸
日本肺癌学会 一般会員 野上　宗伸
日本核医学会 一般会員 野上　宗伸
日本核医学会 幹事 野上　宗伸
European Society of
Radiology

一般会員 野上　宗伸

日本核医学会 評議員 野上　宗伸
Radiological Society
of North America

一般会員 野上　宗伸

日本医学放射線学会 国際交流委員 野上　宗伸
International
Society for Magnetic
Resonance in

一般会員 野上　宗伸

European Association
of Nuclear Medicine
and Molecular

一般会員 野上　宗伸

日本薬学会 一般会員 森　哲也
日本核医学会 一般会員 森　哲也
日本分子イメージング
学会

一般会員 森　哲也

日本生理学会 評議員 老木　成稔
日本生物物理学会 分野別委員 老木　成稔
日本アイソトープ協会
放射線安全管理部会

分科会　PET施設管理
研究会委員

森　哲也

日本脳循環代謝学会 理事長 岡沢　秀彦
日本核医学会 PET核医学分科会施設

管理委員会委員
森　哲也

日本核医学会 PET核医学会委員会GMP
ブラッシュアップワー
キンググループ委員

森　哲也

（C） 座長
国内学会

（全国レベル）
学会名 氏名

一般講演（口演） 日本薬学会第144年会 牧野　顕
一般講演（口演） 日本薬学会第144年会 牧野　顕
シンポジウム等 第51回日本磁気共鳴医

学会大会
岡沢　秀彦

シンポジウム等 第39回Brain Function
Imaging Conference
(BFIC)

岡沢　秀彦

シンポジウム等 The 70th Annual
Meeting of The
Society of Nuclear
Medicine and
Molecular Imaging
(SNMMI 2023)

岡沢　秀彦

一般講演（口演） 第5回日本核医学会近
畿支部会

野上　宗伸

招待・特別講演等 第43回福井県脳機能画
像カンファレンス

岡沢　秀彦

招待・特別講演等 第63回日本核医学会学
術総会

岡沢　秀彦

シンポジウム等 第66回日本脳循環代謝
学会学術集会

岡沢　秀彦

一般講演（口演） 第5回日本核医学会近
畿支部会

野上　宗伸

シンポジウム等 第39回Brain Function
Imaging Conference
(BFIC)

岡沢　秀彦

招待・特別講演等 第63回日本核医学会学
術総会

岡沢　秀彦

招待・特別講演等 第43回福井県脳機能画
像カンファレンス

岡沢　秀彦

シンポジウム等 第51回日本磁気共鳴医
学会大会

岡沢　秀彦

シンポジウム等 The 70th Annual
Meeting of The
Society of Nuclear
Medicine and
Molecular Imaging
(SNMMI 2023)

岡沢　秀彦

シンポジウム等 第66回日本脳循環代謝
学会学術集会

岡沢　秀彦

（D） 学術雑誌等の編集
学術雑誌等の名称 査読・編集 委員長（主査）・委員

の別
氏名 査読編数

Ann Nucl Med 査読 岡沢　秀彦 2
Diagnostics 編集 委員 岡沢　秀彦
Sci Rep 編集 委員 岡沢　秀彦
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EJNMMI Research 査読 岡沢　秀彦 1
Alzheimer's &
Dementia

査読 岡沢　秀彦 1

EJNMMI Research 査読 岡沢　秀彦 1
Ann Nucl Med 査読 野上　宗伸 7
Jpn J Radiol  査読 野上　宗伸 1
J Magn Reson Imaging 査読 野上　宗伸 2
Brain Connectivity 査読 岡沢　秀彦 1
Eur J Nucl Med 査読 岡沢　秀彦 1
Frontiers
Neuroscience

編集 委員 岡沢　秀彦

Alzheimer's &
Dementia

査読 岡沢　秀彦 1

Ann Nucl Med 査読 岡沢　秀彦 3
Diagnostics 編集 委員 岡沢　秀彦
Sci Rep 編集 委員 岡沢　秀彦
Ann Nucl Med 査読 野上　宗伸 4
Jpn J Radiol  査読 野上　宗伸 1
J Magn Reson Imaging 査読 野上　宗伸 2
Frontiers
Neuroscience

編集 委員 岡沢　秀彦

Eur J Nucl Med 査読 岡沢　秀彦 1
Brain Connectivity 査読 岡沢　秀彦 1
Ann Nucl Med 編集 牧野　顕 1
Ann Nucl Med 査読 牧野　顕 2
Ann Nucl Med 編集 牧野　顕 1
Frontiers in Nuclear
Medicine

査読 牧野　顕 1

J Mater Chem B 査読 牧野　顕 2
Frontiers in Nuclear
Medicine

査読 牧野　顕 1

J Mater Chem B 査読 牧野　顕 2
Ann Nucl Med 査読 牧野　顕 2
Ann Nucl Med 査読 森　哲也 1
Ann Nucl Med 査読 森　哲也 1

（E） その他

2370418

6.産業・社会への貢献
（A） 国・地域等への貢献
　（1）審議会・委員会・公益法人・会社等への参加状況

区分 機関の名称等 委員会の名称等・役割 氏名 期間
その他 Brain Function

Imaging Conference
BFICプログラム委員会
委員長

20230809-20230809

公益法人等 国立研究開発法人
量子科学技術研究開発
機構

PET薬剤製造施設認証
監査員

20230401-20250331

公益法人等 公立大学法人　福井県
立大学

人権擁護・倫理委員会
委員

20230401-20250331

公益法人等 福井県立大学 人権擁護・倫理委員会
委員

20230401-20250331

公益法人等 量子科学技術研究開発
機構

臨床研究審査委員会委
員

20230401-20250331

公益法人等 国立研究開発法人
量子科学技術研究開発
機構

臨床研究審査委員会技
術専門員

20230401-20250331

　（2）社会人等への貢献及び学校等との連携・協力による活動
区分 活動名・活動内容 主催者・対象者等 氏名

（B）国際貢献
国際協力事業

活動名・活動内容 氏名 相手方機関名 役割 期間 活動国名

（C）その他業績

（D）特記事項
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